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題
目 
大
西
巨
人
『
神
聖
喜
劇
』
研
究
―
―
戦
争
表
象
・
戦
後
空
間
・
新
資
料 
 
橋
本
あ
ゆ
み 
一
、
論
文
の
目
的
お
よ
び
研
究
対
象
の
選
択
理
由 
  
本
論
文
は
、
戦
後
日
本
で
活
動
し
た
小
説
家
・
批
評
家
で
あ
る
大
西
巨
人
（
一
九
一
六
〜
二
〇
一
四
年
）
が
、
二
十
五
年
間
に
わ
た
り
断
続
的
に
書
き
継
い
だ
長
編
小
説
『
神
聖
喜
劇
』
を
、
手
法
・
人
物
表
象
・
時
代
状
況
と
の
関
わ
り
な
ど
か
ら
多
角
的
に
評
価
す
る
と
と
も
に
、
し
ば
し
ば
「
孤
高
」
と
も
い
わ
れ
た
特
異
な
書
き
手
・
大
西
巨
人
の
業
績
を
戦
後
日
本
文
学
の
中
に
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。 
 
一
九
四
五
年
十
月
、
対
馬
要
塞
重
砲
兵
連
隊
か
ら
福
岡
市
に
復
員
し
た
大
西
巨
人
は
、
同
市
で
月
刊
総
合
雑
誌
『
文
化
展
望
』（
一
九
四
六
年
四
月
〜
一
九
四
八
年
七
月
）
の
編
集
者
兼
執
筆
者
と
し
て
本
格
的
な
文
学
活
動
を
始
め
た
。
鋭
い
文
芸
時
評
な
ど
で
注
目
を
受
け
、
ま
も
な
く
大
西
は
戦
後
文
学
を
牽
引
し
た
雑
誌
『
近
代
文
学
』
の
拡
大
同
人
に
加
わ
る
。
ま
た
、
中
野
重
治
や
花
田
清
輝
な
ど
精
力
的
な
活
動
を
し
て
い
た
戦
後
作
家
と
の
交
流
も
始
ま
り
、「
新
日
本
文
学
会
」「
現
代
芸
術
の
会
」
な
ど
芸
術
運
動
を
志
向
す
る
集
団
に
加
わ
り
、
戦
争
・
差
別
・
貧
困
ほ
か
様
々
な
社
会
問
題
に
向
き
あ
い
つ
つ
芸
術
と
し
て
の
質
を
損
な
わ
な
い
（
政
治
党
派
性
に
振
り
回
さ
れ
な
い
）
文
学
を
目
指
し
て
い
っ
た
。 
 
初
期
の
大
西
は
、
戦
後
民
主
主
義
を
解
放
と
し
て
楽
観
的
に
祝
ぐ
態
度
を
戒
め
、
戦
争
に
対
し
て
事
実
上
無
力
だ
っ
た
日
本
の
知
識
人
は
、将
来
に
責
任
を
持
つ
べ
き
こ
と
を
論
じ
た（「
独
立
喪
失
の
屈
辱
」、
『
文
化
展
望
』
一
九
四
六
年
四
月
）。
小
説
第
一
作
「
精
神
の
氷
点
」（『
世
界
評
論
』
一
九
四
八
年
五
〜
六
月
）
と
第
二
作
「
白
日
の
序
曲
」（『
近
代
文
学
』
一
九
四
八
年
十
二
月
）
も
、
戦
争
と
思
想
抑
圧
に
抗
え
ず
精
神
的
に
荒
廃
し
た
青
年
が
、
戦
後
時
点
か
ら
他
者
（
特
に
女
性
）
を
傷
つ
け
た
過
去
を
問
い
返
し
、
再
生
へ
の
一
歩
踏
み
出
す
と
い
う
モ
チ
ー
フ
を
採
っ
て
い
る
。
問
題
意
識
、
活
動
時
期
、
文
学
者
と
の
交
流
か
ら
見
れ
ば
、
第
一
次
戦
後
派
の
中
に
加
え
ら
れ
て
も
よ
さ
そ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
ご
く
近
年
ま
で
、
大
西
巨
人
は
文
学
史
の
中
で
ほ
ぼ
言
及
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。 
 
つ
い
近
年
ま
で
存
命
で
全
体
像
を
論
じ
に
く
か
っ
た
こ
と
、
遅
筆
か
つ
寡
作
な
書
き
手
で
あ
る
こ
と
な
ど
、大
西
巨
人
研
究
が
進
ま
な
か
っ
た
要
因
は
い
く
つ
か
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。し
か
し
一
方
で
、
こ
の
長
命
は
大
西
を
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
後
の
文
学
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
六
十
八
年
も
の
あ
い
だ
関
与
し
続
け
た
稀
有
な
作
家
に
し
た
。
や
や
下
の
世
代
で
、
戦
後
の
文
化
に
幅
広
い
影
響
を
与
え
た
吉
本
隆
明
が
二
〇
一
二
年
三
月
に
死
去
し
た
と
き
、
追
悼
雑
誌
が
相
次
い
で
大
西
巨
人
の
コ
メ
ン
ト
を
求
め
た
こ
と
は
、
い
わ
ば
〝
最
後
の
戦
後
作
家
〟
と
な
っ
て
い
た
事
実
を
示
す
だ
ろ
う
。 
 
大
西
は
マ
ル
ク
ス
主
義
者
を
自
認
す
る
が
、
そ
れ
以
上
に
思
想
の
左
右
を
問
わ
ず
、
戦
後
空
間
に
流
通
す
る
耳
馴
染
み
の
良
い
単
純
化
さ
れ
た
な
言
説
を
疑
い
、
異
議
を
申
し
立
て
る
存
在
で
あ
り
、
そ
の
た
め
気
難
し
い
人
物
と
敬
遠
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
比
較
的
距
離
の
近
い
左
派
系
の
作
家
た
ち
の
中
で
も
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ム
の
位
置
に
つ
く
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
む
し
ろ
強
い
影
響
力
を
持
つ
人
物
と
論
争
を
演
じ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
一
九
五
〇
年
代
に
野
間
宏
『
真
空
地
帯
』
の
評
価
を
め
ぐ
っ
て
、
作
者
、
さ
ら
に
共
産
党
の
中
で
も
存
在
感
の
強
か
っ
た
宮
本
顕
治
と
対
立
し
た
の
も
、
そ
の
事
例
の
一
つ
 2 
と
い
え
る
。 
 
当
時
に
お
い
て
『
真
空
地
帯
』
は
戦
時
下
の
陸
軍
の
非
人
間
的
性
質
を
描
い
た
名
長
編
と
さ
れ
、
映
画
や
幻
灯
な
ど
に
よ
っ
て
も
広
く
受
容
さ
れ
た
。
し
か
し
自
ら
も
軍
隊
経
験
を
持
つ
大
西
は
、
恐
る
べ
き
「
特
殊
ノ
境
涯
」
と
い
う
軍
隊
表
象
が
、
か
え
っ
て
そ
の
よ
う
な
組
織
を
作
り
出
し
た
日
本
社
会
の
根
深
い
問
題
を
覆
い
隠
す
と
考
え
、
手
厳
し
い
批
判
を
加
え
た
。
戦
後
空
間
で
力
を
持
っ
た
言
説
に
挑
ん
だ
こ
の
論
争
は
、
大
西
が
代
表
作
『
神
聖
喜
劇
』
を
執
筆
す
る
た
め
の
重
要
な
ス
プ
リ
ン
グ
ボ
ー
ド
と
な
っ
た
。 
 
『
神
聖
喜
劇
』
に
は
、
戦
後
間
も
な
く
に
影
響
力
を
持
っ
た
軍
国
主
義
批
判
を
継
承
・
拡
張
す
る
よ
う
な
分
析
の
ほ
か
、
連
載
当
初
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
期
以
降
に
注
目
が
広
が
る
日
本
人
兵
士
の
加
害
責
任
な
ど
、
い
く
ら
か
時
代
を
先
取
り
し
た
問
題
意
識
も
み
ら
れ
る
。
類
型
的
な
「
新
兵
を
い
び
る
鬼
軍
曹
」「
利
己
的
で
高
圧
的
な
将
校
」
と
い
っ
た
軍
隊
表
象
を
排
し
、
社
会
で
ご
く
普
通
に
生
活
し
親
し
み
や
す
い
側
面
も
あ
る
人
間
が
、
戦
争
状
況
の
中
で
残
虐
な
行
為
を
し
て
し
ま
う
、
と
い
う
こ
と
に
は
っ
き
り
と
焦
点
を
合
わ
せ
て
い
る
の
だ
。 
 
ま
た
、
軍
隊
と
は
上
級
者
の
恣
意
が
幅
を
利
か
せ
る
不
条
理
な
空
間
で
あ
る
と
い
う
把
握
を
退
け
、
公
的
組
織
で
あ
る
軍
隊
に
は
多
少
な
り
と
も
「
法
治
主
義
的
」
な
側
面
が
あ
る
と
い
う
考
え
方
も
大
西
独
自
の
も
の
で
あ
る
。
た
だ
無
力
な
被
害
者
と
し
て
状
況
を
嘆
く
の
で
は
な
く
、
法
条
文
を
利
用
す
れ
ば
個
人
へ
の
抑
圧
に
対
抗
し
う
る
と
い
う
把
握
を
示
す
こ
と
に
よ
り
、『
真
空
地
帯
』
に
対
し
て
行
っ
た
批
判
ど
お
り
に
軍
隊
は
法
治
主
義
に
基
づ
く
一
般
社
会
へ
と
繋
げ
ら
れ
、
健
全
な
権
利
意
識
を
持
つ
こ
と
の
大
切
さ
と
い
う
、
現
在
で
も
（
現
在
だ
か
ら
こ
そ
）
通
用
す
る
問
題
系
へ
と
開
か
れ
て
い
く
の
だ
。 
 
創
作
を
通
じ
て
対
抗
的
な
戦
後
言
説
を
展
開
し
た
大
西
巨
人
を
軸
に
据
え
て
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
き
な
流
れ
に
は
な
ら
な
か
っ
た
に
せ
よ
、
確
か
に
試
み
ら
れ
て
い
た
〝
も
う
一
つ
の
戦
後
日
本
〟
〝
も
う
一
つ
の
戦
争
把
握
〟
が
見
え
て
く
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
は
、
日
本
の
戦
争
体
験
者
が
ほ
と
ん
ど
物
故
し
た
今
な
お
、
未
解
決
の
ま
ま
に
残
さ
れ
生
起
し
続
け
る
戦
争
と
暴
力
の
問
題
に
、
わ
れ
わ
れ
が
い
か
に
相
対
し
て
い
く
べ
き
か
を
考
え
さ
せ
る
。 
 
大
西
が
没
し
た
後
、
遺
族
の
許
可
と
二
松
学
舎
大
学
の
研
究
助
成
の
も
と
で
旧
蔵
書
の
調
査
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
で
、
大
西
の
仕
事
を
実
証
に
基
づ
い
て
跡
づ
け
る
道
が
開
き
つ
つ
あ
る
今
、
大
西
巨
人
が
提
示
し
た
、
あ
る
い
は
未
発
の
ま
ま
に
遺
し
た
可
能
性
に
つ
い
て
考
察
し
た
の
が
本
論
文
で
あ
る
。 
 
二
、
論
文
の
構
成 
  
本
論
文
は
大
き
く
三
部
に
分
か
れ
る
。「
は
じ
め
に
」
で
の
先
行
研
究
の
概
観
と
研
究
の
狙
い
を
説
明
し
た
後
、
ま
ず
第
一
部
（
第
一
章
〜
第
四
章
）
と
し
て
『
神
聖
喜
劇
』
の
主
要
な
特
徴
を
テ
ー
マ
・
手
法
・
人
物
表
象
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
分
析
す
る
。
第
二
部
（
第
五
章
〜
第
七
章
）
で
は
、『
真
空
地
帯
』
を
中
心
と
す
る
野
間
宏
の
戦
争
文
学
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
〝
非
人
間
的
〟
で
〝
一
般
社
会
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
〟
軍
隊
と
い
っ
た
戦
後
に
流
布
し
た
イ
メ
ー
ジ
を
『
神
聖
喜
劇
』
が
い
か
に
覆
し
、
日
本
社
会
に
根
強
く
残
る
不
平
等
、
偏
見
、
差
別
と
い
っ
た
問
題
と
ひ
と
繋
が
り
に
描
い
て
い
こ
う
と
し
た
か
を
論
じ
る
。
そ
し
て
第
三
部
（
第
八
〜
十
章
）
は
、
第
一
部
・
二
部
の
問
題
意
識
を
継
ぎ
つ
つ
、
こ
れ
ま
で
批
判
的
検
討
が
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
大
西
巨
人
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
バ
イ
ア
ス
の
問
題
や
、
二
〇
一
四
年
夏
か
ら
始
ま
っ
た
旧
蔵
書
調
査
に
よ
っ
て
考
察
可
能
に
な
っ
た
題
材
を
取
扱
い
、
大
西
巨
人
研
究
の
新
し
い
段
階
を
示
し
て
、「
お
わ
り
に
」
で
の
総
括
へ
と
繋
げ
る
。 
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以
下
に
、
各
章
の
概
略
を
記
す
。 
  
《
は
じ
め
に
》 
 
本
研
究
の
目
的
・
意
義
と
論
文
構
成
を
説
明
す
る
。
先
行
研
究
に
つ
い
て
は
、
同
じ
文
学
芸
術
グ
ル
ー
プ
な
い
し
運
動
体
に
関
わ
る
人
々
か
ら
の
同
時
代
評
が
主
と
な
る
初
期
、
一
九
八
〇
年
の
『
神
聖
喜
劇
』
完
結
に
前
後
し
て
の
本
格
的
な
大
西
評
価
の
始
ま
り
、『
神
聖
喜
劇
』
読
解
の
手
引
き
本
、
具
体
的
な
作
品
分
析
、
文
体
論
な
ど
が
登
場
し
た
一
九
九
〇
年
代
、
論
点
・
論
者
の
世
代
と
も
に
多
様
化
し
た
二
〇
〇
〇
年
以
降
、
と
い
う
形
で
整
理
し
て
示
し
た
。
あ
わ
せ
て
、
本
研
究
の
中
に
多
く
の
成
果
を
反
映
し
た
大
西
巨
人
旧
蔵
書
調
査
に
つ
い
て
、
調
査
開
始
の
経
緯
お
よ
び
概
略
、
特
筆
す
べ
き
資
料
や
大
西
巨
人
に
よ
る
読
書
痕
跡
の
例
、
今
後
の
見
通
し
な
ど
を
ま
と
め
て
記
し
た
。 
 
第
一
部 
『
神
聖
喜
劇
』
論
―
―
戦
争
と
軍
隊
表
象
を
め
ぐ
る
挑
戦 
《
第
一
章
『
神
聖
喜
劇
』
に
お
け
る
「
無
責
任
の
体
系
」
批
判
の
射
程
―
―
丸
山
眞
男
と
の
比
較
か
ら
》 
  
第
一
章
で
は
、『
神
聖
喜
劇
』
で
軍
隊
批
判
の
枠
組
と
な
る
、
天
皇
を
頂
点
と
し
た
「
累
累
た
る
無
責
任
の
体
系
」「
責
任
阻
却
の
論
理
」
に
つ
い
て
、
戦
後
大
き
な
影
響
力
を
持
っ
た
丸
山
眞
男
「
超
国
家
主
義
の
論
理
と
心
理
」（『
世
界
』、一
九
四
六
年
五
月
号
）お
よ
び「
軍
国
支
配
者
の
精
神
形
態
」（『
潮
流
』、
一
九
四
九
年
五
月
号
）
の
内
容
と
比
較
し
て
論
じ
た
。『
神
聖
喜
劇
』
連
載
開
始
当
時
の
同
時
代
読
者
に
と
っ
て
は
、
こ
の
共
通
キ
ー
ワ
ー
ド
は
戦
後
の
軍
国
主
義
批
判
の
前
提
と
し
て
す
ん
な
り
と
受
容
で
き
た
が
ゆ
え
に
、
大
西
が
丸
山
の
論
を
そ
の
ま
ま
導
入
し
た
に
す
ぎ
な
い
の
か
、
そ
れ
と
も
内
容
に
差
異
が
あ
る
の
か
と
い
っ
た
詳
細
な
検
討
は
欠
落
し
て
し
ま
っ
て
い
た
。
本
章
で
は
大
西
独
自
の
観
点
と
し
て
、
一
九
四
〇
年
代
時
点
の
丸
山
眞
男
よ
り
も
天
皇
制
の
構
造
的
問
題
に
は
っ
き
り
言
及
し
て
い
る
こ
と
、
暴
力
行
為
に
及
ん
だ
兵
士
す
な
わ
ち
一
般
民
衆
に
も
責
任
を
求
め
る
べ
き
と
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
責
任
を
求
め
え
る
か
ら
こ
そ
、
兵
士
に
も
「
圧
迫
の
移
譲
」（
暴
力
の
連
鎖
）
か
ら
脱
し
、
主
体
を
回
復
す
る
可
能
性
を
見
出
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。 
 
《
第
二
章 
連
想
＝
引
用
に
よ
る
意
味
の
再-
創
出 
 
―
―
田
能
村
竹
田
と
『
加
利
福
尼
亜
の
宝
島
』
の
引
用
を
例
と
し
て
》 
 
 
 
第
二
章
は
『
神
聖
喜
劇
』
の
顕
著
な
特
徴
と
し
て
指
摘
さ
れ
続
け
て
き
た
、
連
想
的
な
引
用
に
つ
い
て
、
小
説
内
で
印
象
深
く
扱
わ
れ
て
い
る
文
人
画
家
・
田
能
村
竹
田
の
「
建
言
書
」
と
、
前
述
の
『
加
利
福
尼
亜
の
宝
島
』
を
例
に
し
て
検
討
す
る
。 
 
地
の
文
の
語
り
手
で
も
あ
る
主
人
公
・
東
堂
太
郎
は
、
置
か
れ
た
状
況
・
見
聞
き
し
た
事
物
か
ら
、
し
ば
し
ば
意
図
を
超
え
て
、
過
去
の
読
書
や
芸
術
鑑
賞
を
思
い
出
し
引
用
す
る
。
例
え
ば
江
戸
時
代
後
期
の
豊
後
の
文
人
画
家
・
田
能
村
竹
田
は
東
堂
が
愛
着
を
抱
く
人
物
だ
が
、
彼
は
農
民
の
大
規
模
一
揆
を
受
け
て
「
建
言
書
」
で
藩
政
改
革
を
訴
え
る
も
、
容
れ
ら
れ
ず
若
く
し
て
隠
居
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
竹
田
の
経
歴
と
作
品
は
、
時
代
背
景
な
ど
を
超
え
て
、
戦
時
下
を
生
き
る
知
識
人
青
年
で
あ
る
東
堂
が
関
心
を
寄
せ
る
「
実
行
」（
政
治
、
社
会
参
画
）
と
「
芸
術
」
の
問
題
に
、
様
々
な
示
唆
を
与
え
る
。 
 
ま
た
引
用
対
象
は
古
典
や
学
問
的
な
書
籍
だ
け
に
限
ら
な
い
。
ま
た
東
堂
は
国
枝
史
郎
の
少
年
向
け
小
説
『
加
利
福
尼
亜
の
宝
島
』
の
結
末
に
あ
る
「
意
志
は
強
し
、
生
命
よ
り
強
し
」
を
、
自
ら
を
勇
気
 4 
づ
け
る
座
右
の
銘
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
元
の
文
脈
（
幕
末
の
日
本
人
海
賊
が
「
未
開
」
の
島
を
植
民
地
化
す
る
ま
で
の
冒
険
譚
）
か
ら
引
用
箇
所
を
大
き
く
切
り
離
し
、
字
義
通
り
に
読
む
と
い
う
操
作
に
よ
っ
て
可
能
に
な
っ
て
い
る
。本
章
で
は
、そ
の
よ
う
な
語
り
手
に
よ
る
意
味
の
再
創
出
の
運
動
を
、
現
在
進
行
形
で
直
面
し
て
い
る
問
題
に
対
し
過
去
の
知
的
・
文
化
的
蓄
積
を
有
機
的
に
繋
げ
、
積
極
的
な
行
動
指
針
を
作
り
出
し
て
い
く
試
み
と
し
て
評
価
し
た
。 
 
《
第
三
章 
「
理
想
主
義
的
情
熱
」
の
ゆ
く
え
―
―
東
堂
太
郎
と
村
上
少
尉
に
み
る
戦
争
と
青
年
知
識
人
》 
  
本
章
で
人
物
表
象
を
取
り
扱
う
村
上
少
尉
は
、
東
堂
か
ら
「
鏡
の
中
の
私
自
身
を
注
視
す
る
よ
う
」
と
評
さ
れ
る
人
物
で
あ
る
。
旧
制
高
校
か
ら
突
然
に
陸
軍
士
官
学
校
に
転
学
し
た
「
異
色
」
の
経
歴
を
持
つ
彼
は
、「
清
廉
潔
白
」「
誠
実
純
粋
」
と
そ
の
人
格
的
な
高
潔
さ
が
強
調
さ
れ
る
一
方
で
、
青
年
将
校
と
し
て
「
聖
戦
」
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
掲
げ
る
複
雑
さ
を
持
つ
。
こ
の
よ
う
な
、
狂
信
的
・
否
定
的
側
面
だ
け
で
な
い
多
面
的
な
青
年
将
校
表
象
は
、
戦
後
小
説
に
お
い
て
は
珍
し
い
試
み
で
あ
っ
た
。 
 
村
上
少
尉
に
、
語
り
手
に
よ
っ
て
「
二
・
二
六
事
件
首
導
少
壮
将
校
」
や
、
保
田
與
重
郎
ら
日
本
浪
曼
派
の
イ
メ
ー
ジ
が
重
ね
合
わ
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
な
が
ら
、
戦
後
に
お
い
て
大
西
が
描
い
た
昭
和
十
年
前
後
の
社
会
変
動
に
接
し
た
知
識
青
年
の
肖
像
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
ま
た
、
陸
軍
将
校
教
育
に
関
す
る
資
料
な
ど
を
も
と
に
し
て
、
思
想
弾
圧
が
拡
大
し
た
昭
和
十
年
代
当
時
に
お
い
て
、
青
年
知
識
人
の
社
会
参
与
の
道
が
、
草
の
根
か
ら
の
改
革
で
は
な
く
、
天
皇
を
戴
く
「
維
新
」
を
掲
げ
た
「
二
・
二
六
事
件
首
導
少
壮
将
校
」
に
通
じ
る
上
下
一
如
の
国
家
依
存
モ
デ
ル
で
考
え
ら
れ
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
し
、
そ
の
限
界
に
つ
い
て
も
論
じ
た
。 
 
《
第
四
章 
鎮
西
八
郎
為
朝
に
比
さ
れ
た
兵
士
の
脱
走
―
―
大
前
田
文
七
軍
曹
と
い
う
多
面
体
》 
  
第
四
章
で
は
、
東
堂
に
と
っ
て
壁
と
な
る
主
要
人
物
・
大
前
田
軍
曹
の
表
象
を
取
り
扱
う
。
彼
は
中
国
大
陸
で
の
「
虐
殺
者
」
か
つ
、
初
年
兵
を
苦
し
め
る
内
務
班
長
だ
が
、
一
方
で
豪
傑
・
鎮
西
八
郎
為
朝
に
比
さ
れ
る
よ
う
な
屈
強
な
佇
ま
い
の
優
れ
た
野
砲
射
手
で
あ
り
、
し
か
も
応
召
兵
と
し
て
、
農
村
に
残
し
た
妻
の
苦
労
や
軍
隊
へ
の
愚
痴
を
も
口
に
す
る
人
物
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
農
民
兵
士
の
多
面
性
が
『
神
聖
喜
劇
』
で
描
か
れ
た
点
は
、
同
時
代
批
評
で
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
が
、
一
方
で
勤
務
中
に
愛
人
と
密
会
し
た
こ
と
が
露
見
し
て
脱
走
兵
と
な
る
と
い
う
、
あ
ま
り
に
意
外
な
大
前
田
の
末
路
の
意
味
な
ど
、
検
討
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
要
素
も
多
か
っ
た
。 
 
そ
こ
で
本
章
で
は
、
小
説
内
の
引
用
と
旧
蔵
書
調
査
で
確
認
で
き
た
大
西
の
読
書
痕
跡
と
を
照
ら
し
合
わ
せ
、『
保
元
物
語
』
の
鎮
西
八
郎
為
朝
と
大
前
田
軍
曹
と
の
イ
メ
ー
ジ
の
重
ね
合
わ
せ
に
つ
い
て
、
大
前
田
の
脱
走
は
為
朝
の
敗
走
・「
落
人
」
化
と
巧
妙
に
ず
ら
さ
れ
て
い
る
点
も
含
め
て
、
詳
細
に
検
討
し
た
。
さ
ら
に
、
大
前
田
が
潜
伏
先
と
し
て
い
た
対
馬
の
「
炭
焼
き
小
屋
」
が
戦
前
に
お
い
て
は
朝
鮮
半
島
出
身
者
と
い
う
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
労
働
の
場
で
あ
り
、
ま
た
戦
後
に
も
密
航
者
と
深
く
結
び
付
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
手
が
か
り
に
、
兵
士
・
大
前
田
が
「
個
」
を
回
復
し
て
い
く
構
図
に
つ
い
て
も
論
じ
た
。 
 
第
二
部 
野
間
宏
と
の
比
較
か
ら
見
え
る
も
の
―
―
一
九
五
〇
年
代
、
時
代
と
の
格
闘 
 5 
《
第
五
章 
「
五
〇
年
問
題
」
と
「
人
民
」
兵
士
の
イ
メ
ー
ジ
―
―
『
真
空
地
帯
』
１
・「
夜
の
脱
柵
」》 
  
第
二
部
か
ら
は
、
野
間
宏
『
真
空
地
帯
』
と
の
比
較
論
に
入
る
が
、
そ
の
前
提
と
し
て
本
章
で
、
一
九
五
二
年
か
ら
の
大
西
巨
人
に
よ
る
野
間
宏
『
真
空
地
帯
』
批
判
と
、
五
〇
年
代
の
言
論
空
間
の
関
わ
り
に
つ
い
て
整
理
検
討
す
る
。
当
時
は
日
本
共
産
党
分
裂
（
五
〇
年
問
題
）
に
連
動
し
た
『
新
日
本
文
学
』『
人
民
文
学
』
の
対
立
、
そ
し
て
朝
鮮
戦
争
を
め
ぐ
る
日
本
の
戦
争
関
与
の
問
題
が
取
り
沙
汰
さ
れ
る
情
況
で
あ
っ
た
。『
真
空
地
帯
』
は
、
日
本
の
再
軍
備
お
よ
び
警
察
予
備
隊
発
足
に
際
し
て
、
い
ま
だ
記
憶
に
新
し
い
軍
隊
の
「
非
人
間
性
」
を
描
き
出
す
と
い
う
切
迫
し
た
要
請
の
も
と
、
被
害
者
と
し
て
の
「
人
民
」
兵
士
と
い
う
表
象
を
採
用
し
た
が
、
こ
れ
は
反
面
、
戦
場
（
兵
営
外
）
で
の
日
本
人
に
よ
る
殺
傷
行
為
に
想
像
力
を
働
か
せ
な
い
こ
と
に
も
繋
が
っ
た
。
一
方
の
『
神
聖
喜
劇
』
は
、
一
九
六
〇
年
十
月
の
連
載
初
回
か
ら
大
前
田
軍
曹
の
酸
鼻
な
戦
場
体
験
談
を
導
入
し
、
戦
争
に
お
け
る
被
害
と
加
害
の
入
り
組
ん
だ
関
係
を
描
く
こ
と
に
取
り
組
も
う
と
し
た
。
そ
し
て
、
物
語
の
進
行
と
と
も
に
暴
力
の
全
般
的
否
定
へ
と
向
か
っ
て
い
く
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
野
間
と
大
西
の
問
題
意
識
の
違
い
と
、
『
真
空
地
帯
』『
神
聖
喜
劇
』
が
そ
れ
ぞ
れ
達
成
し
た
も
の
に
つ
い
て
考
察
し
た
。 
 
《
第
六
章 
軍
隊
を
描
く
／
法
を
と
ら
え
る
―
―
『
真
空
地
帯
』
２
・「
第
三
十
六
号
」》 
  
前
章
を
踏
ま
え
て
、
第
六
章
で
は
『
神
聖
喜
劇
』『
真
空
地
帯
』
に
お
け
る
「
法
」
の
捉
え
方
の
違
い
を
扱
う
。
兵
営
の
中
で
機
能
す
る
各
種
の
法
条
文
や
規
定
は
、『
真
空
地
帯
』
に
お
い
て
は
上
か
ら
下
へ
の
一
方
的
か
つ
動
か
し
が
た
い
抑
圧
で
あ
り
、
人
間
性
を
奪
う
「
特
殊
ノ
境
涯
」
を
作
り
出
す
も
の
と
し
て
提
示
さ
れ
た
と
い
え
る
。
対
照
的
に
『
神
聖
喜
劇
』
で
は
、
兵
士
た
ち
の
個
人
の
権
利
を
保
護
す
る
た
め
に
、
明
文
化
さ
れ
た
規
定
を
用
い
て
上
級
者
の
恣
意
的
行
為
を
抑
え
る
と
い
っ
た
よ
う
に
、
法
は
「
逆
用
」
が
可
能
な
武
器
と
な
っ
て
い
る
。 
 
こ
れ
は
一
面
で
は
現
実
離
れ
し
た
設
定
で
あ
り
、東
堂
二
等
兵
の
英
雄
譚
か
の
よ
う
に『
神
聖
喜
劇
』
が
読
ま
れ
る
一
因
も
な
っ
た
が
、
軍
隊
を
一
般
社
会
（
法
治
主
義
社
会
）
と
の
連
続
性
で
捉
え
、
か
つ
実
力
行
使
に
よ
ら
な
い
知
的
抵
抗
に
可
能
性
を
見
出
す
と
い
う
、『
真
空
地
帯
』
へ
の
批
判
を
創
作
の
中
で
具
体
化
し
て
い
く
試
み
を
支
え
る
重
要
な
柱
で
あ
っ
た
。『
神
聖
喜
劇
』
は
、
戦
後
の
言
論
空
間
に
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
た
、
野
間
宏
的
な
軍
隊
の
「
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
」
を
更
新
し
、『
真
空
地
帯
』
以
後
の
戦
争
文
学
と
し
て
、「
こ
れ
か
ら
ど
う
す
べ
き
か
」
を
語
る
領
域
に
入
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。 
 
《
第
七
章 
生
活
者
＝
兵
士
の
あ
や
う
さ
と
潜
勢
力 
―
―
『
神
聖
喜
劇
』『
真
空
地
帯
』
に
お
け
る
二
人
の
一
等
兵
》 
 
 
第
七
章
で
は
、『
神
聖
喜
劇
』『
真
空
地
帯
』
に
お
け
る
生
活
者
と
し
て
の
兵
士
の
表
象
を
比
較
検
討
す
る
。『
神
聖
喜
劇
』
の
村
崎
一
等
兵
、『
真
空
地
帯
』
の
染
一
等
兵
は
、
兵
営
内
の
数
少
な
い
協
力
者
（
手
引
き
役
）
と
し
て
主
人
公
（
東
堂
、
曾
田
）
か
ら
親
近
感
を
持
た
れ
、
生
活
の
苦
労
を
知
識
青
年
の
主
人
公
に
教
え
る
労
農
出
身
兵
士
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
軍
の
処
罰
に
動
じ
な
い
精
神
的
強
靭
さ
が
印
象
深
く
描
か
れ
、
発
言
が
小
説
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
に
影
響
を
与
え
る
な
ど
、
複
数
の
共
通
点
が
見
ら
れ
る
。 
 
た
だ
し
染
は
、「
ず
る
い
」「
自
分
だ
け
楽
し
ょ
う
」
と
す
る
者
へ
の
怒
り
を
強
く
表
明
し
、
そ
の
〝
 6 
庶
民
的
〟
な
感
情
が
結
果
と
し
て
、
精
神
的
弱
さ
を
強
調
さ
れ
た
学
徒
出
身
初
年
兵
と
の
分
断
を
も
た
ら
し
、
戦
時
下
の
抑
圧
を
支
え
る
構
造
の
保
存
・
再
生
産
に
加
担
し
て
し
ま
う
。
か
た
や
村
崎
一
等
兵
は
彼
自
身
が
無
能
兵
士
を
自
称
し
、
軍
の
同
調
圧
力
を
か
わ
す
傾
向
が
あ
る
。
一
方
で
村
崎
は
、
軍
隊
へ
の
愚
痴
の
よ
う
な
雑
談
か
ら
大
前
田
軍
曹
の
「
あ
る
能
動
的
な
潜
勢
力
」
を
引
き
出
し
、「
消
極
的
な
怨
嗟
嫌
悪
が
、
あ
る
条
件
の
下
で
は
積
極
的
な
反
抗
反
逆
に
転
化
す
る
か
も
し
れ
ぬ
の
で
は
な
い
か
」
と
東
堂
に
気
づ
か
せ
る
。
そ
し
て
、
小
説
終
盤
の
重
要
な
場
面
に
お
い
て
、
村
崎
一
等
兵
は
初
年
兵
た
ち
の
「
潜
勢
力
」
を
引
き
出
し
、
東
堂
や
冬
木
二
等
兵
を
助
け
て
軍
隊
内
の
暴
力
に
対
抗
す
る
重
要
な
役
割
を
果
た
す
の
だ
。 
 
『
真
空
地
帯
』
と
『
神
聖
喜
劇
』
に
お
け
る
、
理
想
化
さ
れ
た
「
大
衆
」
的
抵
抗
者
で
も
現
状
追
認
の
み
に
終
わ
る
の
で
も
な
い
、
揺
れ
動
く
生
活
者
＝
兵
士
の
表
象
を
、
本
章
で
は
考
察
し
た
。 
 
第
三
部 
新
し
い
大
西
巨
人
研
究
の
た
め
に
―
―
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
問
題
と
旧
蔵
書
調
査
の
成
果
か
ら 
《
第
八
章 
消
え
去
り
ゆ
く
女
性
た
ち 
 
―
―
「「
安
芸
」
の
彼
女
」「
元
ミ
ス
竹
敷
」
を
中
心
に
み
る
女
性
表
象
の
諸
問
題
》 
  
第
八
章
で
は
、
先
行
研
究
で
積
み
残
さ
れ
た
課
題
の
一
つ
で
あ
る
、『
神
聖
喜
劇
』
の
女
性
表
象
の
諸
問
題
を
扱
う
。
理
知
的
な
「「
安
芸
」
の
彼
女
」
は
東
堂
の
「
情
人
」
と
し
て
、
彼
の
「
我
流
虚
無
主
義
」
に
光
明
を
も
た
ら
す
重
要
人
物
で
あ
る
一
方
、「
十
一
月
の
夜
の
媾
曳
」
以
外
で
ほ
ぼ
登
場
せ
ず
、
小
説
の
エ
ピ
ロ
ー
グ
で
突
然
に
広
島
で
の
被
爆
死
が
示
さ
れ
る
と
い
う
奇
妙
な
扱
い
を
受
け
る
。
ま
た
大
前
田
軍
曹
の
愛
人
「
元
ミ
ス
竹
敷
」
は
長
ら
く
噂
だ
け
の
存
在
と
し
て
作
中
に
あ
っ
た
が
、
大
前
田
の
脱
走
事
件
の
「
原
因
」
と
し
て
突
如
注
目
さ
れ
、
や
は
り
エ
ピ
ロ
ー
グ
で
謎
多
き
入
水
自
殺
を
遂
げ
る
。 
 
こ
の
よ
う
に
消
え
て
い
く
固
有
名
を
持
た
な
い
女
性
登
場
人
物
た
ち
に
は
、
水
死
と
い
う
モ
チ
ー
フ
と
、
元
の
夫
を
失
い
、
未
婚
／
既
婚
と
い
う
男
性
と
の
関
係
を
基
準
に
し
た
秩
序
か
ら
は
ず
れ
て
い
る
と
い
う
共
通
点
が
あ
る
。
こ
こ
か
ら
発
展
し
、
初
期
の
評
論
で
は
女
性
の
「
解
放
」
を
肯
定
し
、
ま
た
『
真
空
地
帯
』
批
判
で
は
兵
士
の
性
暴
力
に
対
す
る
野
間
の
無
感
覚
さ
を
批
判
し
た
大
西
巨
人
も
、
男
性
を
中
心
と
す
る
社
会
秩
序
を
前
提
と
し
た
女
性
表
象
を
創
作
で
無
自
覚
に
繰
り
返
し
て
い
た
こ
と
を
批
判
的
に
論
じ
た
。 
 
《
第
九
章 
大
西
巨
人
の
文
学
／
運
動
の
支
柱
と
し
て
の
「
法
感
情
」 
―
―
一
九
七
〇
年
代
前
半
に
お
け
る
障
害
者
の
教
育
を
め
ぐ
る
運
動
と
『
神
聖
喜
劇
』》 
 
 
本
章
で
主
題
と
し
た
の
は
、「
浦
和
高
校
入
学
拒
否
問
題
（
浦
高
問
題
）」
と
『
神
聖
喜
劇
』
の
関
わ
り
で
あ
る
。
長
男
の
大
西
赤
人
が
埼
玉
県
立
浦
和
高
等
学
校
へ
の
入
学
を
拒
否
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
一
九
七
一
年
か
ら
七
四
年
ま
で
の
大
西
巨
人
は
『
神
聖
喜
劇
』
の
執
筆
を
中
断
し
、
障
害
を
持
つ
人
が
教
育
を
受
け
る
権
利
の
た
め
の
運
動
に
関
わ
る
。
大
西
は
一
貫
し
て
、
入
学
拒
否
は
憲
法
お
よ
び
教
育
基
本
法
で
保
障
さ
れ
た
権
利
を
侵
害
す
る
法
律
問
題
で
あ
る
と
い
う
見
解
を
と
り
、
教
育
裁
判
と
し
て
は
異
例
の
刑
事
告
訴
・
告
発
に
も
踏
み
切
っ
た
。 
 
法
を
自
ら
解
釈
し
正
し
い
運
用
を
求
め
る
と
い
う
、『
神
聖
喜
劇
』
と
通
ず
る
考
え
を
実
践
す
る
こ
と
に
な
っ
た
大
西
は
、
運
動
の
機
関
誌
で
イ
ェ
ー
リ
ン
グ
『
権
利
の
た
め
の
闘
争
』
を
引
用
し
「
法
感
覚
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
た
。
そ
し
て
運
動
終
息
後
に
公
表
さ
れ
た
『
神
聖
喜
劇
』
の
後
半
で
は
、『
権
利
の
 7 
た
め
の
闘
争
』
の
引
用
回
数
が
増
え
る
こ
と
に
な
る
。
一
方
で
最
高
裁
判
所
へ
の
付
審
判
請
求
の
棄
却
で
、
大
西
は
日
本
の
「
法
治
主
義
」
の
限
界
に
も
直
面
さ
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
正
負
両
面
の
運
動
体
験
と
、『
神
聖
喜
劇
』
後
半
部
と
の
関
連
を
、
大
西
巨
人
旧
蔵
資
料
を
手
が
か
り
に
し
て
論
じ
た
。 
 
《
第
十
章 
蔵
書
に
み
る
大
西
巨
人
の
道
元
受
容
―
―
戦
争
と
『
正
法
眼
蔵
随
聞
記
』
を
め
ぐ
っ
て
》 
  
最
後
の
第
十
章
で
は
、
大
西
巨
人
の
中
世
仏
教
受
容
と
い
う
新
た
な
問
題
を
取
り
扱
う
。
曹
洞
宗
開
祖
・
道
元
の
語
録
『
正
法
眼
蔵
随
聞
記
』
は
、
同
書
を
愛
読
す
る
冬
木
二
等
兵
と
東
堂
と
の
距
離
を
近
づ
け
、
ま
た
「
身
心
放
下
」
を
体
現
す
る
冬
木
の
行
動
に
よ
っ
て
、
東
堂
が
我
流
虚
無
主
義
克
服
へ
と
踏
み
出
す
と
い
う
、『
神
聖
喜
劇
』
の
物
語
上
で
重
要
な
一
冊
と
な
っ
て
い
る
。
大
西
巨
人
の
旧
蔵
書
に
は
多
く
の
道
元
関
係
書
が
み
ら
れ
る
が
、
宗
教
と
し
て
以
上
に
、
中
世
文
学
・
文
化
や
日
本
の
倫
理
思
想
と
し
て
関
心
を
寄
せ
て
い
た
痕
跡
が
あ
っ
た
。『
神
聖
喜
劇
』で
題
名
の
み
が
示
さ
れ
た
和
辻
哲
郎「
沙
門
道
元
」
に
も
読
書
痕
跡
が
あ
り
、
国
家
主
義
に
接
近
し
た
昭
和
の
和
辻
と
は
対
照
的
な
、
道
元
禅
の
「
個
性
の
顕
揚
」
に
注
目
し
た
箇
所
に
大
西
が
関
心
を
示
し
て
い
た
こ
と
が
推
定
で
き
た
。 
 
大
西
に
お
け
る
道
元
へ
の
関
心
は
、
個
の
自
立
、
禅
宗
的
な
知
的
活
動
（
抽
象
性
・
論
理
性
）
な
ど
へ
の
共
鳴
に
基
づ
く
と
み
ら
れ
る
。
親
鸞
（
浄
土
真
宗
）
に
深
い
関
心
を
寄
せ
た
野
間
宏
と
の
対
照
も
試
み
つ
つ
、
大
西
の
中
世
仏
教
思
想
の
受
容
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
一
つ
の
見
通
し
を
立
て
た
。 
 
《
お
わ
り
に
》 
  
現
在
に
お
い
て
『
神
聖
喜
劇
』
を
い
か
に
有
効
に
読
む
か
と
い
う
問
題
意
識
に
基
づ
い
て
、
全
十
章
で
論
じ
た
内
容
を
改
め
て
再
構
成
し
て
、
研
究
の
成
果
を
概
括
し
た
。
戦
争
状
況
に
お
け
る
「
被
害
者
」
と
「
加
害
者
」
を
二
分
法
的
に
敵
対
さ
せ
て
考
え
る
の
で
は
な
く
、「
加
害
者
」
で
も
あ
り
え
た
自
分
を
想
像
す
る
と
い
う
『
神
聖
喜
劇
』
に
お
け
る
東
堂
と
村
上
少
尉
の
「
鏡
写
し
」
関
係
、
あ
る
い
は
大
前
田
軍
曹
へ
の
眼
差
し
は
、
戦
争
の
問
題
を
自
分
自
身
の
も
の
と
し
て
主
体
的
に
考
え
て
い
く
能
力
を
鍛
え
る
こ
と
へ
と
繋
が
っ
て
い
く
。
ま
た
大
西
巨
人
が
注
目
し
た
、
権
利
侵
害
に
気
づ
く
「
法
感
情
」
と
い
う
概
念
、
そ
し
て
法
の
「
逆
用
」
は
、
社
会
一
般
に
お
い
て
も
一
定
の
有
効
性
を
持
つ
。
そ
し
て
、
巧
妙
な
引
用
に
よ
り
、「
今
」
の
問
題
に
示
唆
を
与
え
る
形
で
過
去
の
作
品
・
文
献
の
意
味
を
再
創
出
し
て
い
く
と
い
う
、
大
西
巨
人
が
創
作
で
実
践
し
た
営
為
は
、
わ
れ
わ
れ
が
文
化
的
遺
産
を
読
み
継
い
で
い
く
に
あ
た
っ
て
も
、
学
ぶ
べ
き
態
度
で
も
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 
 
最
後
に
、
今
後
の
研
究
課
題
を
列
記
し
た
。『
神
聖
喜
劇
』
関
係
で
は
、
旧
蔵
書
に
も
多
く
の
資
料
が
残
っ
て
い
た
部
落
差
別
問
題
に
対
す
る
大
西
の
立
場
の
考
究
、
大
塩
平
八
郎
や
荻
生
徂
徠
と
い
っ
た
大
西
が
関
心
を
寄
せ
る
江
戸
期
の
知
識
人
の
問
題
な
ど
が
残
っ
て
い
る
。
そ
し
て
『
神
聖
喜
劇
』
の
後
に
書
か
れ
た
い
く
つ
か
の
小
説
に
つ
い
て
も
、「
冤
罪
」「
記
憶
」
な
ど
の
顕
著
な
キ
ー
ワ
ー
ド
に
基
づ
い
て
考
え
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
近
年
の
思
想
動
向
に
お
い
て
は
、
大
西
巨
人
の
近
代
主
義
、
理
性
偏
重
に
対
す
る
批
判
が
あ
り
う
る
こ
と
も
、
考
慮
す
べ
き
だ
ろ
う
。
今
後
は
、
遺
さ
れ
た
自
筆
資
料
類
の
調
査
が
進
め
ら
れ
る
予
定
で
あ
り
、そ
の
成
果
を
活
か
し
た
研
究
に
も
努
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
。 
 
